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∆t ൐ 0のとき結露が発生していることと判定し

て，愛知県内において結露の判定を行い，腐食環

境の評価を行った．ここで，橋梁の温度（＝気温）

T（℃）とした． 

 

5．結露判定結果 

 2012年の各月の一か月間における降雨の時間を

除く，一時間毎の気温と相対湿度のWRFの結果よ

り露点温度を求め，結露が発生するか判定を行っ

た結果を図 2（a）～（d）に示す． 

図 2（a）より 1月において愛知県北西部，北東

部において結露が発生しやすい環境であった． 

次に図 2（b）より 2月において 1月の結露が発

生しやすい環境はほぼ同じであった．1月と比較し

て減少した要因としては，気温が 2 月のほうが高

いためと考えられる． 

次に図 2（c）より 8月において 10回以上結露の

発生する地点を確認出来なかった．同様の傾向は 5

月から見られた．これは，相対湿度が，冬季と比

較して夏季の方が相対湿度は高い傾向にあるが，

夏季は露点温度が高くなるため飽和水蒸気量も大

きくなることが要因である． 

次に図 2（d）より 12 月において，1，2 月とは

異なり，愛知県北西部において結露の発生の回数

が減少したが，北東部に関してはほぼ同様の結果

であった． 

 

6．まとめ 

 本研究で得られた結論を以下にまとめる． 

1）結露の発生しやすいのは冬季であり，夏季には

10回以上の発生を確認出来なかった． 

2）相対湿度は，冬季と比較して夏季の方が高いが，

露点温度も高くなることから結露の発生しに

くい要因になると考えられる． 

3）愛知県内において南部でほぼ結露が発生するこ

とがなく，北部に多く結露が発生する． 

4）愛知県内において南部は北部と比較し，結露が

発生しにくいのは露点温度が高くなることが

要因と考えられる．

 

∆t ൌ Tୈ୉୛－T （3） 

(a)1月の結果                                      (b)2月の結果 

(c)8月の結果                                     (d)12月の結果 

図 2 結露評価判定結果（黒点：結露が月に 10回以上発生していると判定された地点） 
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